
第５０期 ： ２０２４年４月1日～２０２５年３月３１日

学校法人　中込学園

２０２４年度　事業報告書



昼夜別 課程名 学科名 修業年限 入学定員 総定員 学生数

クリエイティブデザイン科 ４年 ８０名 ３２０名 １７８名

保存修復科 ４年 １０名 ４０名 ４２名

インダストリアルデザイン科 ２年 ２０名 ４０名 ２５名

グラフィックデザイン科 ２年 ９０名 １８０名 ６５名

イラストレーション科 ２年 １００名 ２００名 ２８３名

マンガ科 ２年 ３０名 ６０名 ５１名

絵画科 ２年 ３０名 ６０名 ３３名

計 ３６０名 ９００名 ６７７名

グラフィックデザイン科 １年 ２０名 ２０名 ８名

イラストレーション科 １年 ２０名 ２０名 ６名

絵画科 １年 ２０名 ２０名 ７名

計 ６０名 ６０名 ２１名

　　　　　　　　　　　設置課程を造形専門課程

(３)　設置する学校・学科等

　設置する学校名　東洋美術学校

　設置する学科名等及び学生数（２０２５年５月１日現在）

２００５年　９月　　学校教育法施行規則の改正により、４年制専門課程に高度専門士と

　　　　　　　　　　　大学院入学資格が付与される。

２０１４年　４月　　造形専門課程クリエイティブデザイン科、インダストリアルデザイン科が

　　　　　　　　　　　職業実践専門課程として認可される。

１９６５年　４月　　東京都杉並区南荻窪に校舎新築に伴い全面移転

１９７４年　４月　　短期絵画科を設置

１９７６年　１月　　東京都新宿区に新校舎完成、荻窪校舎は実習場となる。

１９７６年　６月　　学校法人中込学園として認可される。

１９７６年　６月　　学校教育法改正に伴い、専門学校として認可される。

昼
　
間
　
部
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門
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間
部

造
形
専
門
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程

Ⅰ　法人の概要

(1)　建学の精神

　学校法人中込学園は、創立以来個性的なものの発見、実社会と直結するという目的

　の為に、美の復及の精神のもとに有能なる芸術家・美術家を育成する。

(2)　学校法人の沿革

１９４６年　４月　　東京都杉並区高円寺に東洋美術学校の前身であるスタイル洋裁学院

　　　　　　　　　　　を設立する。

１９６３年　４月　　東京都認可校となる。

１９６１年　４月　　校名を東洋美術学校と改称し、デザイン、絵画とし修業年限４年の

　　　　　　　　　　　グラフィックデザイン科、プロダクトデザイン科、絵画科を設置する。
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区　分 氏　　名 常勤･非常勤

理事長 中込　大介 常 　勤

理　事 中込　三郎 常 　勤

理　事 長坂　賛平 非常勤

理　事 根本　俊幸 非常勤

理　事 山畑　　高 非常勤

理　事 山畑 美枝子 非常勤

監　事 目黒　浩之 非常勤

監　事 松本　直久 非常勤

区　分 氏　　名 区　分
評議員 中込　三郎 評議員

評議員 山畑　美枝子 評議員

評議員 久永　信二 評議員

評議員 朝川　敬子 評議員

評議員 岡村 五十八 評議員

評議員 中込　久美 評議員

評議員 中込　亮介

専　任 非常勤

(6)　教職員の概要(２０２５年５月１日現在)

学　　校　　名
教　　　員

職　員

高木　能得

古屋　直徳

長谷川　正治

髙澤　　洋

(4)　役員の概要(２０２５年５月１日現在)

摘　　　　　　　要

令和６年４月１日　理事長就任

定数８名　理事６名　監事２名

令和６年４月１日　理事就任

東洋美術学校 ３５名 ２２２名

令和６年１月１５日　理事就任

令和６年１月１５日　理事就任

令和７年３月３１日　理事就任

令和６年１月１５日　理事就任

令和６年１月１５日　理事就任

令和６年１月１５日　理事就任

１１名

(5)　評議員の概要(２０２５年５月１日現在)

氏　　名

岡田　好市

定数１３名

根本　俊幸
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第１回 第２回 第１回 第２回

Ⅱ　事業の概要

(1)　事業の概要

　1.教育

SISシステム(school indetify system)を継続した。これは、第3者である専門機関にて、

本校の授業内容を多面的に評価し、それらの結果を先生一人一人にフィードバックして

いくことにより授業の質を高め、生徒の実力を高めることに直結する。

また、インターシップ等、各企業との連携を図り、学校・学生・企業との職業教育の理解を

深められた。さらに異業種からの講師を招き特別講座を開講し、学生へ様々な交流の

機会を提供した。

　2.学生募集

職業実践専門課程は、専修学校に於いて、職業に必要な専門的・技術的な能力を育成

2024年度の募集は、前年と比べ微減であったが、志願者の学科への偏たりが見られた。

また夜間部志願者の大幅な減少が見られたので、次年度に向けての対策を進める。

　3.卒業生の支援
美術学校の特性を生かして、卒業生の作品展に対してギャラリーの支援を行った。

東洋美術学校 2024年5月30日 2025年2月4日

　4.学生指導
全校生徒の健康診断は例年通り、実施した。又、カウンセラーによる、進路相談を実施した。

　5.留学生の受け入れ
本校の、定員に相応した留学生の入学を許可した。2025年5月1日現在、14ヵ国57名

　　　　が留学生として在籍している。

　　　　※内訳は、「2024年度 項目別・自己評価表 別表2」を参照

　　　　　 https://www.to-bi.ac.jp/pdf/2024_self_evaluation.pdf （16ページ）

学校関係者評価委員会 デザイン教育編成委員会

　6.職業実践専門課程

　　委員会の開催日時

することを目的として、組織的な教育を行うものを、文部科学大臣が認定した制度である。

本年度は、下記の日程で委員会を実施した。

共同で再開。非健常者の将来の為の活動とし、美術学校としての社会貢献を、本校

　　　Ｅ棟校舎　　 校地　　２０３．１４㎡　　／　　校舎　　 ２９６．３９㎡

　　　Ｄ棟校舎　　 校地　　４０２．１７㎡　　／　　校舎　　 ４９９．３７㎡

2024年7月29日 2025年3月12日

　　　Ｂ棟校舎　　 校地　　８１２．２１㎡　　／　　校舎  １,６３７．４０㎡

　　　Ｃ棟校舎　　 校地　　２８９．９４㎡　　／　　校舎　　 ５１６．２０㎡

　　主な施設設備の状況は次の通り。

　　東洋美術学校

　　　本部校舎　　校地　　５２４．３６㎡　　／　　校舎　　 ９５３．１２㎡

　　　Ａ棟校舎　　 校地　　３６３．８２㎡　　／　　校舎　　 ５９８．２８㎡　　

　７.その他の教育活動

ならではの教育活動として実施予定。

(２)　施設等の状況

コロナウィルスの影響で中止になっていた東京都の聾啞学校の海外研修支援を東京都と
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　①貸借対照表

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

固定資産 4,227 4,199 4,166 4,191 4,215

流動資産 1,410 1,492 1,452 1,363 1,165

資産の部合計 5,638 5,692 5,618 5,555 5,381

固定負債 1,651 1,543 1,466 1,376 1,284

流動負債 610 571 437 530 380

負債の部合計 2,262 2,115 1,903 1,907 1,665

基本金の部合計 3,000 3,150 3,200 3,200 3,200

繰越収支差額 375 426 514 447 515

負債の部、基本金の部及び

繰越収支差額の部合計

②収支計算書

　ア）資金収支計算書

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

学生生徒等納付金収入 981 996 978 915 829

手数料収入 2 2 2 2 2

補助金収入 40 48 61 58 56

資産運用収入

資産売却収入

受取利息・配当金収入 9 9 9 11 12

雑収入 1 2 2 2 3

前受金収入 477 454 303 294 255

その他の収入 118 94 89 251 64

資産収入調整勘定 -457 -478 -455 -304 -294

前年度繰越支払資金 1031 1121 1216 1176 1195

収入の部合計 2,204 2,251 2,209 2,406 2,124

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

人件費支出 500 443 428 656 430

教育研究経費支出 96 102 118 116 125

管理経費支出 261 255 291 217 212

借入金等利息支出 24 22 21 18 21

借入金等返済支出 100 100 100 100 100

施設関係支出 3 53 55

設備関係支出 27 16 4 11 8

その他の支出 104 109 100 122 189

資金支出調整勘定 -31 -19 -31 -84 -16

翌年度繰越支払資金 1,121 1,216 1,176 1,195 997

支出の部合計 2,204 2,251 2,209 2,406 2,124

退職金支払いにより、現預金額は減少したが資金繰りに影響は無い。

② 収支計算書の状況

令和6(2024)年度については、入学生の減少により学生生徒等納付金収入の各科目の金額は減少した。

運営を目指す。

修学支援新制度（高等教育無償化）の減免負担金収入が46百万円と大きい。その他にも在学生の

ドロップアウトを防ぐ施策を引き続き検討していく。2024年度からの各学科の授業料アップにより、より安定した

Ⅲ　財務の概要

(1)　決算の概要

① 貸借対照表の状況

令和6(2024)年度については、総資産は前年度より174百万円増加、総負債は242万円減少した。

総負債の減少額の方が大きいため、財務状況への影響は少ないが、前理事長や勤続年数の長い教員への

(2)経年比較

科　　目
(単位:百万円)

5,3815,638 5,692 5,618 5,555

支出の部

収入の部
(単位:百万円)
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　イ）事業活動収支計算書 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

事業活動収入の部

学生生徒等納付金 981 996 978 915 829

手数料 2 2 2 2 2

経常費等補助金 40 48 61 58 56

雑収入 134 136 129 151 163

教育活動収入計 1,159 1,185 1,172 1,127 1,050

事業活動支出の部

人件費 635 569 578 816 598

教育研究経費 125 129 141 142 152

管理経費 272 266 303 229 223

共通経費

教育活動支出計 1,034 965 1,023 1,187 973

教育活動収支差額 125 219 149 -60 77

事業活動収入の部

受取利息・配当金 9 9 9 11 12

その他の教育活動外収入

教育活動外収入計 9 9 9 11 12

借入金等利息 24 22 21 18 21

その他の教育活動外支出

教育活動外支出計 24 22 21 18 21

教育活動外収支差額 -14 -13 -11 -6 -8

経常収支差額 110 205 137 -66 68

事業活動収入の部

資産売却差額

その他の特別収入

特別収入計 0 0 0 0 0

事業活動支出の部

資産処分差額 4

その他の特別支出

特別支出計 0 4 0 0 0

特別収支差額 0 -4 0 0 0

基本金組入前当年度収支差額 110 201 137 -66 68

基本金組入額合計 -93 -150 -50 0 0

当年度収支差額 17 51 87 -66 68

前年度繰越収支差額 357 375 426 514 447

基本金取崩額

翌年度繰越収支差額 375 426 514 447 515

事業活動収入計 1,168 1,194 1,182 1,138 1,063

事業活動支出計 1,058 993 1,044 1,205 995

特
別
収
支

教
育
活
動
外
収
支

教
育
活
動
収
支

(単位:百万円)
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算　　式 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

帰属収入-消費支出

帰属収入

消費支出

消費収入

学生生徒納付金

帰属収入

人件費

帰属収入

教育研究経費

帰属収入

管理経費

帰属収入

流動資産

流動負債

総負債

自己資金

自己資金

総資金

基本金

基本金要組入額

負債比率

基本金比率

67.0% 59.1%

57.9% 60.4%

自己資金構成比率

帰属収支差額比率

流動比率

23.5% 22.5% 24.9%

人件費比率

84.6%
　　　　納付金比率　　　　　

54.8%

教育研究費比率

12.7% -5.3% 7.3%

学生生徒等

105.3% 92.7%

81.2% 78.9%

消費収支比率 89.2% 81.5% 87.3%

84.1% 83.5%

(3)　主な財務比率

比率名

10.8% 18.5%帰属収支差額比率

48.1% 36.5% 72.4% 56.9%

10.8% 10.9% 10.1% 12.6% 14.5%

21.3%

230.8% 261.1% 332.3% 257.0% 306.1%

20.3%

60.0%

52.3% 44.8%

59.9% 62.8% 66.1% 65.7% 69.1%

51.3%

61.3% 60.6%
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